
  

おいしい収穫の秋 

  

 涼しい風が心地よく思われる季節になりました。朝夕は寒い位に感じますね。稲刈りが大忙しで大変ですね。体に気を付けてお励みください。 

 秋の国会では、森友・加計学園問題について、首相のきちんとした説明が聞かれると期待していたのですが、国会冒頭解散で吹っ飛んでしまいました。解

散権は首相の専権事項であるとは言うものの、国民の負託を受けた議員さんたちが 4 年の任期中にどの仕事をしたのか、成果はどうなのか等をきちんと総

括して、次の選挙での選別の根拠とするような事は、出来ないものでしょうか？英国では実現しているそうです。それが当たり前だと論調しているテレビ番組

が有りました。 

  

 

  

 北朝鮮問題は、やはり独裁者が一番の問題であり、それをもう少し早く気付くべきだったのですね。中国やロシアが、国連での制裁決議に拒否権を使って、

北朝鮮の行動を見逃した結果が今日の問題拡大化であると考えます。対話では片付けられないことが、裏で核開発やミサイル実戦配置を進めたり、身内を

平気で抹殺してしまう神経の持ち主を、一国の代表に育ててしまったのです。これらの事を、済んでしまった事と認めるわけには行きません。 

  

 

  

 でも世界各地で起きている反政府軍との戦いや、宗教上の争い、少数民族の抹殺など、同じレベルのことなのでしょうか？ 

 

 先月末の休日に山形県の老人保健施設大会がありました。施設で仕事をしている介護士やリハビリ担当の人達の発表です。どうすれば老齢の利用者が、

安全・安心して施設を利用出来るかとか、動作の緩慢になった部位に、リハビリを行った結果がどうなったかとか、そして何よりも認知の進行を緩め、利用者

を少しでも良い状態に保つ方策等が発表されました。若い仕事人が、一生懸命がんばって居ります。安心出来る未来の一端が見えますね。 

 

 おいしい収穫の秋、くれぐれも食べ過ぎには、ご注意を!! また来月に!! 

 

  

平成 29 年 10 月 10 日  院長 清治 邦夫 

 


